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〔　要　　約　〕
　本研究は、我が国で最初の幼児教育に関する法律（省令）である幼稚園保育及設備規程の保育内容は、
我が国で最初に開設された東京女子師範学校附属幼稚園規則が影響を与えたと仮説をたて検証した。そ
の結果、幼稚園保育及設備規程の第５条の保育要旨及第６条の保育の項目について、附属幼稚園規則の
影響を受けたことが確認され、仮説が検証された。さらに、幼稚園保育及設備規程が制定されたことは、
幼児教育の機関を、教育的機能を主とするものと託児的機能を併せ持つものとを分離する契機となった
と考える。これから、明治期の保育制度の変遷を検討することは、幼児教育の制度を充実させ、向上さ
せるために示唆を与えるものと考える。
Ⅰ．はじめに
本年４月１日から子ども・子育て支援新制度が実施
され、保育制度や保育の質について改めて問われてい
る。今日の新制度に至るまでに、法制度を含む保育制
度は、幾度も見直され改正されている。さて、我が国
で最初の幼稚園は東京女子師範学校附属幼稚園で、今
から約140年前の明治９年（1876）11月に開設された。
また最初に幼児教育について単独で制定された法律
（省令）は、明治32年（1899）「幼稚園保育及設備規
程」（以下保育及設備規程という）である。したがっ
て、附属幼稚園が開設してから保育及設備規程が制定
されるまでの23年間は幼稚園に関する具体的な法律は
なく、師範学校附属幼稚園の規則である「東京女子
師範学校附属幼稚園規則」（以下附属幼稚園規則とい
う）が、各幼稚園の指標となったと考える。
このことから、幼稚園保育及設備規程の保育内容に
関わる部分については、附属幼稚園規則が影響を与え
たと仮説をたて、本研究では、保育内容に着目して、
検証する。
Ⅱ．幼稚園保育及設備規程と東京女子師範学校附属幼
稚園規則について
１．幼稚園教育の法制度の変遷
１－１．現行法制度と変遷の概要について
現在、幼稚園教育にかかわる主な法律は、教育基本
法（最終改正平成18年２月22日）、学校教育法（最終
改正平成27年６月26日）、学校教育法施行規則（最終
改正平成27年６月１日）、幼稚園教育要領（最終改正
平成20年３月）である（最終改正の確認は平成27年９
月１日現在）。これらの各法律は、昭和22年以降に制
定され、改正が行われている。昭和22年以前の法制度
と幼稚園教育要領の変遷を「表１　保育内容の変遷に
ついて」に示す。
２．東京女子師範学校附属幼稚園規則の変遷について
２－１．変遷の概要について
東京女子師範学校は、明治８年（1875）11月に開校
した。附属幼稚園の開設については、明治８年７月に
当時の文部大輔田中不二麿は太政大臣に「幼稚園開設
之儀伺」を提出したが、不許可となり、「再応伺」を
提出し、同年９月に開設の布達がなされ、翌年11月に
幼稚園が開設した。なお附属小学校は、附属幼稚園が
開設されて２年後の明治11年（1878）２月に開校した。
開設にあたって文部省と保育方法等の調整がなされ、
その内容は明治９年（1876）６月に決定した。多く
の先行研究やお茶の水大大学百年史１）では、附属幼
稚園規則は、明治10年（1877）７月に制定されたとさ
れている。しかし、文部省第５年報（明治10年）２）で
は、「六月二十七日其規則ヲ改定シ」とあり、また幼
児保育史年表３）でも、「明治10年７月東京女子師範学
校附属幼稚園規則を改定」とある。さらに、湯川４）
は「1876年11月の段階で仮定ながらも幼稚園規則は作
られていたのである。」（以下仮定幼稚園規則という）
としている。これらから、本研究では、最初の附属幼
稚園規則を仮定規則とする。したがって、明治10年制
定の附属幼稚園規則は第１次改定となる。以後、附属
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幼稚園規則は、「表２　附属幼稚園規則の変遷につい
て」に示す通り、保育及設備規程が制定するまでに、
８度の改定がなされている。なお、東京女子師範学校
は、明治23年（1890）に東京高等師範学校から女子部
が分離し、女子高等師範学校となったが、附属幼稚園
規則は、それ以前から通算した。
前述の通り保育及設備規程が制定するまで、附属幼
稚園規程は８度の改定がなされている。筆者は、これ
を規則の条項の表現により、幼稚園の機能は、３回変
わったと考えることから、３期に分けて検討する。
表１　保育内容の変遷について
年月 事項 備考
明治９年（11月） 「東京女子師範学校幼稚園規則」（仮定幼稚園規則）
明治12年（９月） 「教育令」
明治13年（12月） 「改正教育令」
明治32年（６月） 「幼稚園保育及設備規程」公布
明治33年（８月） 「小学校令」改正
明治44年（７月） 「小学校令」改正
大正15年（４月） 「幼稚園令」勅令
大正15年（４月） 幼稚園令施行規則
昭和16年（３月） 「幼稚園令」勅令改正
昭和16年（４月） 「幼稚園令施行規則」改正
昭和23年（３月） 「保育要領」刊行
昭和31年（２月） 「幼稚園教育要領」
昭和39年（４月） 「（第１次改訂）幼稚園教育要領」施行 （３月）学校教育法施行規則一部改正（要領告示）
昭和40年（８月） 「保育所保育指針」通知・施行
平成２年（４月） 「（第２次改訂）幼稚園教育要領」施行 「（第１次改訂）保育所保育指針」施行
平成12年（４月） 「（第３次改訂）幼稚園教育要領」施行 「（第２次改訂）保育所保育指針」施行
平成21年（４月） 「（第４次改訂）幼稚園教育要領」施行 「（第３次改訂）保育所保育指針」施行
平成27年（４月） 幼保連携型認定こども園教育・保育要領施行
表２　附属幼稚園規則の変遷について
区分 年月 事項
第１期
明治９年（６月） 東京女子師範学校附属幼稚園保育法の議を決定
明治９年（11月） 仮定幼稚園規則
〃 附属幼稚園開設
明治10年（２月） （東京女子師範学校附属小学校開設）
　 〃 　（７月） 附属幼稚園規則改定（第１次改定）
明治11年（２月） 附属幼稚園規則改定（第２次改定）
第２期
明治14年（７月） 附属幼稚園規則改正（第３次改定）
明治17年（２月） 附属幼稚園規則改正（第４次改定）
明治23年（２月） 附属幼稚園規則改正（第５次次改定）
　 〃 　（３月） 女子高等師範学校開設（高等師範学校から女子部分離）
明治24年（２月） 附属幼稚園規則改正（第６次改定）
第３期
明治25年（８月） 附属幼稚園分室仮規則
　 〃 　（９月） 附属幼稚園分室設置
明治26年（３月） 附属幼稚園規則改正（第７次改定）
明治31年（１月） 附属幼稚園規則改正（第８次改定）
明治32年（６月） 幼稚園保育及設備規程制定
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２－２．第１期について
第１期は、附属幼稚園開設の明治９年（1876）から
第２次改定される明治11年（1878）までの２年間であ
る。
（1）仮定規則について
　開設時に制定された仮定規則５）を、次に示す。
　　幼穉園規則
　　　第一章　
　　　　　幼稚園ノ趣旨
本園ハ学齢未満ノ小児ヲシテ天賦ノ知覚ヲ発達シ
固有ノ良心ヲ啓発セシムルト身体ヲ自由ニ運動シ
強固健全ナラシムルト慈母教保ノ及ヒ難キ所ヲ補
綴シ不良ノ習慣ニ浸染セシメザルト此三要旨ヲ目
的トス
　　　第二章　通則
　　　　　第一条
小児ノ年齢ハ凡満三年以上満六年以下トス
但満二年以上ノ者ハ入園ヲ許スコトアリ又満六
年以上一二年ヲ越ス者ト雖モ猶在園セシムルコ
トアルヘシ
　　　　　第二条
小児募集ハ預メ文部省報告并ニ新聞帋ヲ以テ其期
日員数等ヲ広告ス可シ
　　　　　第三条
何人ニテモ其小児ヲシテ入園セシメント欲スル者
ハ第一号書式ニ照シ願出ツ可シ且入園ノ許可ヲ受
ケタル者ハ第二号書式ニヨリ保証状ヲ差シ出ス可
シ
但種痘或ハ天然痘ヲ為セシ者ニ非サレハ入園ヲ
許サス且医師ヲシテ診察セシメ疾病ニヨリ或ハ
入園ヲ許サヾルコト有ルヘシ
　　　　　第四条
小児ノ在園ハ昼間ニ止マル事
但小児ノ馴ルヽマテハ付添人ヲ要ス
　　　　　第五条
入園中ハ保育料トシテ一ケ月一人ニ付金弐拾五銭
ヲ納ム可シ尤貧窮ニシテ納金スル能ハザルモノハ
其旨申出ベシ問訊ノ上事実無相違ニ於テハ差許ス
ヘシ
但開園ノ始数月間ハ諸事未タ周全ナラサルニ付
保育料ヲ納メサルベシ
第一号書式、第弐号書式（略）
　　　　保育規則
　　　　　第一条
入園ノ小児ヲ分テ三組トシ曰第一年生曰第二年生
曰第三年生ト区別ス
　　　　　第二条
在園時限ハ一日凡六時間トス
但六時間内ト雖モ当分都合ニヨリ帰宅スルモ妨
ケナシ
　　　　　第三条
遊戯
運動
談話
唱歌
開誘
但右時間ハ一日三時間ヲ過クベカラズ尤意思ニ
関スルモノハ十分時乃至十五分時ヨリ多クスヘ
カラズ
明治九年十一月仮定　　　東京女子師範学校
なお、湯川６）は、保姆受業とは、保姆たちが主席
保姆の松野クララの指導を受けているとしている。ま
た、仮定幼稚園規則に関わる東京府と文部省との交渉
経過も解説している。
（2）第１次改訂について
仮定規則は、翌年改定され、東京女子師範学校第三
年報７）に掲載されており、次に示す。なお、この第
三年報にも「六月二十七日其規則ヲ改正シ」とある。
　　附属幼稚園規則
　　　　第一条
幼稚園開設ノ主旨ハ学齢未満ノ小児ヲシテ天賦ノ
知覚ヲ開達シ固有ノ心思ヲ啓発シ身体ノ健全ヲ滋
補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行ヲ慣熟セシム
ルニ在リ
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?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ??
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　　　　　第二条
小児ハ男女ヲ論セズ年齢満三年以上満六年以下ト
ス
但シ時宜ニ由リ満二年以上ノモノハ入園ヲ許シ
又満六年以上ニ出ツルモノト雖モ猶在園セシム
ルコトアルベシ
　　　　　第三条
小児ノ未タ種痘或ハ天然痘ヲ為サヾルモノ及ヒ伝
染スベキ悪疾ニ罹ルト認ルモノハ入園ヲ許サス且
既ニ入園スルモノト雖モ伝染病ニ罹ルトキハ快癒
ニ至ルマデ来園スルヲ得ズ
　　　　　第四条
入園ノ小児ハ大約百五十名ヲ以テ定員トス
　　　　　第五条
小児ノ募集ハ預メ其期日員数等ヲ広告スベシ
　　　　　第六条
小児ヲ入園セシメント欲スルモノハ第一号書式ノ
願書ヲ以テ申出ツヘシ且入園ノ許可ヲ受ケタルモ
ノハ第二号書式ノ保証状ヲ出ダスベシ
　　　　　第七条
園中ニ在テハ保姆小児保育ノ責ニ任ズ故ニ附添人
ヲ要セズ
但シ小児未ダ保姆ニ慣馴セザル間ハ附添人ヲ出
タスモ妨ケナシ小児自カラ往来スル能ハザレハ
附添人ヲ出タシテ送迎セシムベシ
　　　　　第八条
入園ノ小児ハ保育料トシテ一ケ月金弐十五銭ヲ収
ムべシ
但シ貧困ニシテ保育料ヲ収ムル能ハザルモノハ
其旨申出ツベシ事実ヲ訊問シテ後コレヲ許可ス
ルコトアルベシ
　　　　　第九条
入園ノ小児ハ年齢ニ由リコレヲ分ツテ三組トス
但シ満五年以上ヲ一ノ組トシ満四年以上ヲ二ノ
組トシ満三年以上ヲ三ノ組トス
　　　　　第十条
小児保育ノ時間ハ毎日四時トス
但シ当分ノ内保育時間内ト雖モ小児ノ都合ニ由
リ退園スルモ妨ケナシトス
　　　　　第十一条
小児在園ノ時間ハ六月一日ヨリ九月十五日マテ午
前第八時ヨリ正午十二時ニ至リ九月十六日ヨリ五
月三十一日マデ午前第九時ヨリ午後第二時ニ至ル
　　　　　第十二条
年中休日ハ日曜日、孝明天皇祭、紀元節、神武天
皇祭、神嘗祭、天長節、新嘗祭、及ヒ夏期七月
十六日ヨリ八月三十一日マテ冬期十二月二十五日
ヨリ一月七日マテトス
但シ臨時ノ休日ハ其時々掲示スベシ
保育科目
第一　物品科
日用ノ器物即チ椅子机或ハ花蝶牛馬等ノ名目ヲ
示メス
第二　美麗科
美麗トシ好愛スル物即チ彩色等ヲ示メス
第三　知識科
観玩ニ由テ知識ヲ開ク即チ立方体ハ幾個ノ端線
平面幾個ノ角ヨリ成リ其形ハ如何ナル等ヲ示メス
右ノ三科包有スル所ノ子目左ノ如シ
五彩球ノ遊ビ
三形物ノ理解
貝ノ遊ビ
鎖ノ連接
形体ノ積ミ方
形体ノ置キ方
木箸ノ置キ方
環ノ置キ方
剪紙
剪紙貼付
針画
縫画
石盤図画
織紙
畳紙
木箸細工
粘土細工
木片ノ組ミ方
紙片ノ組ミ方
計数
博物理解
唱歌
説話
体操
遊戯
第一号書式、第弐号書式（略）
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但シ保育ノ余間ニ体操ヲ為サシム
第一ノ組　小児満五歳以上六年以下
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（3）第２次改定について
　第２次改定は、翌年に行われた。湯川８）によると、
第６条から第７条までが改定され、入園者を上流層
の子女に限定することになり、保育科目等について
は、「石盤図画」が「図画」に、「遊戯」が「遊嬉」に、
「小児」が「幼稚」の用語に換えられた。
（4）第１期について
　第１期は、幼稚園の目的を、第１条（第１次改定）
の幼稚園の趣旨において、「幼稚園開設ノ主旨ハ学齢
未満ノ小児ヲシテ天賦ノ知覚ヲ開達シ固有ノ心思ヲ啓
発シ身体ノ健全ヲ滋補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言
行ヲ慣熟セシムルニ在リ」とあり、仮定規則の「知覚
ヲ発達シ」を「知覚ヲ開達シ」に、「不良ノ習慣ニ浸
染セシメザルト」を「際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行ヲ
慣熟セシムルニ在リ」に改めている程度である。いず
れにしても、附属幼稚園の目的は第１期では同じで、
幼稚園に共通するような汎用性のあるものである。
２－３．第２期について
　第２期は、明治14年（1881）から第６次改定される
明治24年（1891）までの10年間である。なお、明治18
年（1885）に東京高等師範学校と合併し東京師範学校
女子部と改称し（翌年に東京師範学校は高等師範学校
となったため高等師範学校女子部となる）、明治23年
（1890）３月には、女子部が分離して女子高等師範学
校となった。これらの名称の変更に伴う規則の改正は、
本研究における改定としては取り扱っていない。
（1）第３次改定について
　第３次改定は、明治14年（1881）に行われた。東京
女子師範学校規則９）に掲載されており、次に示す。
　　第七章　幼稚園規則
第一条　当校附属幼稚園ハ本科生ヲシテ幼稚園保
育法ヲ実地ニ練習セシメ兼テ幼稚園ノ模範ヲ示
スカ為メニ設置スル所ナリ
第二条　幼児ハ男女年齢大約三年以上六年以下ト
ス
第三条　幼児ハ保育料一ヶ月金三拾銭ヲ納ムヘシ
但一家二人以上入園スル者ハ一人ノ外別ニ保育
料ヲ納ムルヲ要セス
第四条　幼児ヲ四組ニ分チ其最下ヲ四ノ組トシ最
上ヲ一ノ組トス
第五条　学年ノ終始及休業定日ハ本校ニ同シ
第六条　保育時間ハ一課ニ付三十分間トシ修身話
庶物話唱歌遊嬉体操ハ各二十分間トス
第七条　毎日保育時間ノ総数ハ一ノ組二ノ組三ノ
組ハ三時五十分間四ノ組ハ三時間トシ土曜日ハ
毎組二時三十分間トス
第八条　保育諸課各週ノ度数左ノ如シ
　第３次改定では、保育科目の３科目がすべて廃止
され、子目が「課」（以下課目という）と名称を変え、
25子目が24課目に数を減らし、各課目の名称も大きく
変わった。なお、後述するように第７次改定から課を
課目に変更している。
（2）第４次改定について
　第４次改定は、明治17年（1884）に行われ、文部省
第十二年報10）に掲載されており、次に示す。
　　　　　東京女子師範学校附属幼稚園規則
　　　　　　第一章　通則
第一条　当校附属幼稚園ハ女子師範生徒ヲシテ幼
??????????????
?????????????????????????
?????
???????????
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稚園ノ保育ヲ実地ニ練習セシメ且彝倫道徳ヲ本ト
シテ幼児ヲ保育シ幼稚園ノ模範ヲ示ス所トス
第二条　幼児ハ男女年齢大約三年以上六年以下ト
ス
第三条　幼児ハ大約年齢ニ由テ一ノ組ヨリ六ノ組
マテ六組二分ツ
　　　　　　第二章　保育規則
第一条　保育ノ課ハ会集、修身ノ話、庶物ノ話、
木ノ積立テ、板排へ、箸排へ、鐶排へ、豆細工、
珠繋キ、紙織リ、紙摺ミ、紙刺シ、縫取リ、紙剪
リ、画キ方、数へ方、読ミ方、書キ方、唱歌、遊
嬉トス
第二条　保育ノ時間ハ修身ノ話、庶物ノ話、唱
歌、遊嬉ヲ各二十分トシ他ノ課ヲ各三十分トス
第三条　毎日保育ノ時間ハ一ノ組二ノ組三ノ組ヲ
各三時三十分トシ四ノ組五ノ組六ノ組ヲ各三時ト
シ土曜日及夏休ノ前三週後二週ハ各組二時トス
第四条　保育ノ場所ハ遊嬉室、開誘室、庭園トス
第五条　年中休日ハ日曜日、秋季皇霊祭、神嘗
祭、天長節、新嘗祭、冬休（十二月二十五日ヨリ
一月十五日マテ）孝明天皇祭、紀元節、春季皇霊
祭、神武天皇祭、夏休（七月二十一日ヨリ九月
五日マテ）トス但本文ノ外二月十六日ヨリ同月
二十二日マテハ女子師範学校生徒試業ノ都合ニヨ
リ休日トス
第六条　保育ノ課程及保育ノ図書器具左表ノ如シ
保育課程表（表中ノ数字ハ毎週保育ノ度数ヲ示
ス）
　　保育用図書用具表（略）
第七条　保育ノ要旨左ノ如シ
幼稚園ハ学齢未満ノ幼児ヲ保育シテ家庭ノ教育ヲ
裨ケ学校ノ教育ノ基ヲ成スモノナレハ務テ徳性ヲ
涵養シ身体ヲ発育シ智能ヲ開導センコトヲ要ス殊
ニ保育ノ寛厳其宜ヲ得テ暴慢ニ流レシメス怯懦ニ
陥フシメサルヤウ注意スヘシ又諸課ノ開誘ハ敏捷
活発ニシテ幼児ヲシテ倦マサラシメ務テ問ヲ設ケ
其観察注意ヲ起シ事物ノ観念ヲ得シメ応答ニ由テ
言語ヲ習ハシメ且幼児自己ノ工夫ニ由テ成ルヘキ
者ハ唯其端緒ヲ示シテ幼児ノ工夫ヲ促シ自ラ成ス
ノ良習ヲ養フヘシ幼児ノ室外ニ出テ随意ニ遊嬉ス
ルトキハ己ノ意ヲ逞ウシ稟性ノ偏倚セル所ヲ現ス
者ナレハ此際最注意ヲ加ヘテ各児ノ性質ヲ視察匡
正スヘシ又保育課中数へ方、読ミ方等心意ノ労ヲ
要スル者ハ之ヲ時間ノ始ニ置キ豆細工、紙織リ、
紙摺ミ等ノ心目ヲ楽マシムル者ハ之ヲ時間ノ終ニ
置キ且一課ノ開誘終ル後ハ庭園或ハ遊嬉室ニ於テ
随意ニ遊嬉又ハ唱歌ヲナサシメ以テ其欝屈ヲ暢開
センコトヲ要ス、幼児ノ生育ノ為ニハ室外ノ遊ヲ
最緊要ナリトス故ニ天気好キトキニハ放課ノ際等
?? ?? ?? ??????????????????????????????????????????
?????????????
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務テ庭園ニ遊ハシメ庭園ニハ其快楽ヲ増シ観察ヲ
導クへキ草木ヲ植エ魚、鳥等ヲ養フヘシ又幼児ノ
保育ハ唯ニ開誘、遊嬉ノ際ニ於テスルノミナラス
其幼䲪園ニ来ルトキ放課ノトキ食事ノトキ便所ニ
往クトキ家ニ帰ラントスルトキノ如キモ親ニ代テ
不断親切懇篤ニ看護シ危険不潔等ノ事ナカラシメ
風雨寒暑ナトノトキハ殊ニ注意ヲ加ヘンコトヲ要
ス
会集　会集ハ毎日先ツ諸組ノ幼児ヲ遊嬉室ニ集メ
唱歌ヲ復習セシメ且時々行儀等ニ就テ訓誨ヲ加フ
ル者トス　修身ノ話　修身ノ話ハ和漢ノ聖賢ノ教
ニ基テ近易ノ談話ヲナシ孝弟忠信ノコトヲ知ラシ
メ務テ善良ノ性質習慣ヲ養ハンコトヲ要ス　庶物
ノ話　庶物ノ話ハ専ラ日用普通ノ家具、什器、鳥、
獣、草、木等幼児ノ知リ易キ物或ハ其標本、絵図
ヲ示シテ之ヲ問答シ以テ観察注意ノ良習ヲ養ヒ兼
テ言語ヲ習ハシメンコトヲ要ス　木ノ積立テ　木
ノ積立テハ立方体、長方体、方柱体、三角柱体ノ
木片ヲ与ヘテ門、家、橋等ノ形ヲ積立テシメ或ハ
種々ノ形ヲ排ヘシメ以テ構造ノ力ヲ養フヲ主トシ
兼テ辺、角、形、体ノ観念ヲ得シム　板排ヘ　板
排ヘハ彩色セル薄キ正方形、三角形ノ小板ヲ与ヘ
テ門、家等ノ正面或ハ側面其他種々ノ形ヲ排ヘシ
メ以テ美麗ヲ好ムノ心ヲ養フヲ主トシ兼テ角度ノ
大小等ノ観念ヲ得シム　箸排ヘ　箸排ヘハ大約一
寸ヨリ五寸マテノ五種ノ細長キ箸ヲ与ヘテ門、梯、
家、机等ノ輪郭ヲ排ヘシメ以テ工夫ノ力ヲ養フヲ
主トシ兼テ長短ノ観念ヲ得シム　鐶排ヘ　鐶排ヘ
ハ鉄或ハ真鍮ノ全鐶、半鐶ヲ交ヘ与ヘテ種々ノ形
ヲ排ヘシム間々亦箸ヲ交ヘ与フルコトアリ其目的
畧箸排ヘニ同シ　豆細工　豆細工ハ細ク削リタル
竹ト水ニ浸シラル豆トヲ与ヘ豆ヲ以テ竹ヲ接合ハ
セ机、堂等ノ形ヲ造ラシメ以テ模造ノ力ヲ養フ　
珠繋キ　珠繋キハ始ニハ彩色セル麥藁ノ切レト孔
ヲ穿チタル色紙ノ切レトヲ交へ糸ニテ繋カシメ終
ニハ南京珠ヲ繋カシメ以テ縫取リニ入ル階梯トス　
紙織リ　紙織リハ細ク截リタル経筋緯筋トシ種々
ノ模様ヲ編マシメ以テ色ノ配リ方ヲ知ラシム　紙
摺ミ　紙摺ミハ色紙ヲ与ヘテ舟、鶴等ノ形ヲ摺マ
シメ以テ想像ノ力ヲ養フ　紙刺シ　紙刺シハ柄ア
ル鉄ニテ紙面ニ紋形、花、草等ノ形ヲ刺シ穿タシ
メ以テ縫取ノ下画トナサシム　縫取リ　縫取リハ
紙刺シノ課ニテ刺シ穿チタル紋形、花、草等ノ形
ヲ色紙ニテ縫取ラシメ以テ針ノ運ヒ方ヲ知ラシム　
紙剪リ　紙剪リハ色紙ヲ与ヘテ方形、三角形等ニ
剪リ之ヲ白色ノ台紙ニ貼付ケテ種々ノ形ヲ造ラシ
メ或ハ種々ノ紋形等ヲ剪抜カシメ以テ工夫ノ力ヲ
養ヒ兼テ剪刀ノ用ヒ方ヲ知ラシム　画キ方　画キ
方ハ始ニハ罫アル石盤ノ上ニ縦線、横線、斜ナル
線ヲ以テ物ノ畧形ヲ画カシメ終ニハ鉛筆ヲ以テ之
ヲ罫アル紙ニ画カシム　数ヘ方　数ヘ方ハ専ラ果
物、小石、介殻其他ノ実物ニ由テ物ノ数ヲ知ラシ
ムルヲ旨トシ数ノ観念ヲ畧得タル者ニハ又実物ニ
由テ三十箇以下ノ寄セ方引キ方ヲナサシメ兼テ十
以下ノ数字ヲ教フ　読ミ方　読ミ方ハ始ニハ片仮
名、平仮名ヲ以テ幼児ノ知リタル物ノ名等ノ綴方
易キ者ヲ黒板ニ書キ示シテ仮名ノ称へ方用ヒ方ヲ
教フルヲ旨トシ後ニハ仮名ヲ記セル骨牌ヲ以テ物
ノ名等ヲ綴ラシム　書キ方　書キ方ハ片仮名、平
仮名ヲ以テ既ニ授ケタル物ノ名等ヲ黒板ニ書キ示
シ石盤ノ上ニ習ハシメ又数字を習ハシム　唱歌　
唱歌ハ保姆ノ唱フル所ニ倣ヒ容易クシテ面白キ唱
歌ヲナサシメ時ニ楽器ヲ以テ之ヲ和シオノツカラ
其胸廓ヲ開キテ健康ヲ補ヒ其心情ヲ和ケテ徳性ヲ
養ハンコトヲ要ス　遊嬉　遊嬉ハ幼児ニ適スル者
ヲ撰テコレヲナサシメ以テ身体ヲ健カニシ精神ヲ
爽カナラシメンコトヲ要ス
　なお、湯川11）は第３章入退園規則を示している。
　第４次改定では、組分けを４組から６組に増やし、
課目数を24から20に減らし、各課目の保育要旨を示し
た。
（3）第５次改定について
　第５次改定は、明治23年（1890）に行われた。この
規則については湯川12）が次のように示している。
第一条　附属幼稚園ハ本校女子生徒ヲシテ保育法
ヲ実地ニ研究セシメ、兼テ幼児ニ保育ヲ施ス
所トス。
第二条　当園ノ幼児ハ年齢大約三年以上六年以下
トス。
第三条　幼児ハ大約年齢ニヨリテ之ヲ四組ニ分チ、
一ノ組二ノ組三ノ組及四ノ組トス。
第四条　保育ノ課ハ修身、庶物、積ミ方、板排
ヘ、環箸排ヘ排ヘ、画キ方、縫紙刺シ取リ、紙剪リ、紙紙織リ組ミ、紙摺
ミ、豆細工、粘土細工、繋キ方、数へ方、読
ミ書キ、唱歌、遊嬉トス。
第五条　一個年ノ保育日数ハ大約四十週ニシテ、
一週ノ保育時数ハ一ノ組及二ノ組ハ二十二時
半トシ、三ノ組及四ノ組ハ二十時トス
但夏季休業前後ハ季候ノ都合ニヨリ各組共一
週保育ノ時数ヲ十五時マテ減縮スルコトアル
ヘシ。
第六条　休業日ハ左ノ如シ。（略）
第七条　保育ノ課程左表ノ如シ。
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一表中ノ数字ハ一週保育ノ度数ヲ示シ、一度
ノ保育時間ヲ凡三十分トス。
一表中掲クル保育度数ノ外、毎日一度各組幼
児ヲ一室ニ集会セシムルモノトス。
第八条　入園ハ予メ期ヲ定メス、欠員アル毎ニ之
ヲ許ス。
第九条　入園ヲ願フモノハ本人ノ族籍、姓名、生
年月及父母或ハ後見人ノ住処、姓名ヲ詳記シ
差出スヘシ。
第十条　入園ヲ許スヘキ幼児ノ年齢ハ満三年以上
五年以下トス。
第十一条　入園ノ許可ヲ得タルモノハ左式ノ履歴
書ヲ差ヘシ。（様式略）
第十二条　保育料ハ壱ヶ月金壱円五拾銭トス
但保育料ハ幼児出席ノ有無ニ拘バラス之ヲ納
メシムルモノトス。尤幼稚園ノ都合ニヨリ
一ヶ月間全ク休業スルトキハ其月ノ保育料ヲ
免除スルモノトス。
第十三条～第十五条（略）
　第５次改定では、組分けを第３次と同じ４組に戻し、
課目数を20から17に減らした。
（4）第６次改定について
　第６次改定は、明治24年（1891）に行われ、女子高
等師範学校一覧13）に掲載されており、次に示す。
　　○女子高等師範学校附属幼稚園規則
第一条　附属幼稚園ハ幼児ヲ保育シ其方法ヲ研究
スル所トス
第二条　当園ノ幼児ハ年齢大約三年以上六年以下
トス
第三条　幼児ノ定員ハ大約二百名トス
第四条　保育ノ課ハ修身、庶物、積ミ方、板排
ヘ、環箸排ヘ排ヘ、画キ方、縫紙刺シ取リ、紙剪リ、紙紙織リ組ミ、紙摺ミ、
豆細工、粘土細工、繋キ方、唱歌、遊嬉、トス
第五条　保育時数ハ毎週大約二十時トス
但シ夏季休業前後ハ季候ノ都合ニヨリ保育ノ
時数ヲ毎週十五時マテ減縮スルコトアルヘ
シ
第六条　休業日ハ左ノ如シ
　　　日曜日
　　　神武天皇祭　　　　　　四月三日
　　　皇后御誕辰　　　　　　五月廿八日
　　　夏期休業　　　　　　　九七月廿一日ヨリ月十日ニ至ル
　　　秋季皇霊祭　　　　　　秋分日
　　　神嘗祭　　　　　　　　十月十七日
　　　天長節　　　　　　　　十一月三日
　　　新嘗祭　　　　　　　　十一月廿三日
　　　冬期休業　　　　　　　一十二月廿五日ヨリ月七日ニ至ル
　　　孝明天皇祭　　　　　　一月三十日
　　　紀元節　　　　　　　　二月十一日
　　　春期休業　　　　　　　同三月廿一日ヨリ月三十一日ニ至ル
第七条　入園ハ予メ期ヲ定メス欠員アル毎ニ之ヲ
許ス
第八条　入園ヲ願フモノハ本人ノ族籍姓名生年月
及父母或ハ後見人ノ住所姓名ヲ詳記シ其旨申出
ツヘシ
第九条　入園ヲ許スヘキ幼児ノ年齢ハ満三年以上
五年以下トス
第十条　入園ノ許可ヲ得タルモノハ左式ノ履歴書
ヲ差出スヘシ（様式略）
第十一条　保育料ハ壱ヶ月金壱円五拾銭トシ毎月
?? ?? ??
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始業日ヨリ五日間ニ納付セシム
但保育料ハ幼児出席ノ有無ニ拘ハラス之ヲ納
メシムルモノトス尤モ幼稚園ノ都合ニヨリ
一ヶ月間全ク休業スルトキハ其月ノ保育料
ヲ徴収セス
第十二条　幼児又ハ父母後見人ノ転居シタルトキ
ハ直ニ届出ツヘシ
第十三条　幼児欠席スルコト一週ニ超ユルトキハ
其事由ヲ届出ツヘシ
但シ幼児若シ伝染病ニ罹リシトキハ直ニ其病
状ヲ届出ツヘシ
第十四条　退園セント欲スルモノハ其理由ヲ書シ
父母後見人ヨリ届出ツヘシ
　第６次改定では、次の「（5）第２期について」の通
り附属幼稚園の目的を変更している。また、課目数を
減らし、保育課程表が削除された。
（5）第２期について
　第１期の附属幼稚園の目的は、幼稚園に共通するよ
うな汎用性のあるものである。それに対して、第２期
では、第１条で「当校附属幼稚園ハ本科生ヲシテ幼稚
園保育法ヲ実地ニ練習セシメ兼テ幼稚園ノ模範ヲ示ス
カ為メニ設置スル所ナリ」（第３次改定）とし、師範
学校としての学生の実習施設と、幼稚園としての模範
を示すとしており、学生の教育と幼児教育の研究施設
としての機能を明確にしている。なお、第６次改定で
は、「第一条　附属幼稚園ハ幼児ヲ保育シ其方法ヲ研
究スル所トス」として、学生の実習施設の機能は触
れられていない。しかし、湯川14）は「第一条の目的
規定の変更は、附属幼稚園が本校生徒の保育実習の場
のみならず、保育法研究の場であることを明示したも
の」としている。このことから、第２期から附属幼稚
園の目的を変更したと考える。
２－４．第３期について
　第３期は、明治25年（1892）から保育及設備規程が
制定される明治32年（1899）までの７年間で、その間
には附属幼稚園に分室が設立され、その仮規則が制定
されている。その仮規則を従来の附属幼稚園規則に組
み入れるなど２回の改定がある。
（1）附属幼稚園分室仮規則について
　附属幼稚園では、明治25年（1892）９月に、附属幼
稚園に分室を設置することになり、同年８月に分室仮
規則が制定され、官報15）に掲載されており、次に示
す。
○幼稚園分室仮規則　女子高等師範学校ニテハ今
般附属幼稚園分室ヲ設ケ当分幼児凡ソ三十人ヲ募
集シ来ル九月中旬ヨリ開園ノ予定ナリ其仮規則左
ノ如シ（文部省）
　　　女子高等師範学校附属幼稚園分室仮規則
第一条　当分室保育ノ課ハ説話（修身、実事、庶
物等）　行儀（言語、動作、整頓、清潔等）　手
細工（重積方、排置方、連結方、画キ方、豆
細工、粘土細工、紙細工、麦稈細工等）　唱歌　
遊嬉トス
第二条　保育時数ハ日ノ長短ニヨリ毎週三十三時
以上四十三時以下トス
但家庭ノ都合ニヨリ毎日保育時間中早帰遅参
ハ随意トス
第三条　幼児ノ定員ハ大約五十名トシ一組ニ編制
ス
第四条　保育料ハ之ヲ徴収セス
第五条　入園ノ許可ヲ得タルモノハ父母後見人ヨ
リ左式ノ入園証書ヲ差出スヘシ（様式略）
第六条　右五箇条ノ外総テ附属幼稚園規則ニヨル
（2）第７次改定について
　第７次改定は、明治26年（1893）に行われ、女子高
等師範学校一覧16）に掲載されており、次に示す。
　　　　○女子高等師範学校附属幼稚園規則
第一条　女子高等師範学校附属幼稚園ハ幼児保育
ノ方法ノ研究ニ資シ本校生徒ヲシテ幼児保育ノ
方法ヲ練習セシム所トス
第二条　附属幼稚園ノ保育課目ハ説話事修身、庶物、実等　 行
儀頓言語、動作、整、清潔等　手技豆重積方、排置方、連結方、画方、細工、粘土細工、紙細工、麦藁細工等　唱歌遊嬉
トス
第三条　幼児ノ年齢ハ凡ソ三年以上六年以下トス
第四条　幼児ノ定員ハ凡ソ二百三十名トス
第五条　保育時数ハ毎週二十五時トス
但シ夏期休業前後各三週以内ハ十八時マテ減
スルコトアルヘシ
第六条　休業日ハ左ノ如シ
　　　　日曜日
　　　　神武天皇祭　　　　　　四月三日
　　　　皇后御誕辰　　　　　　五月二十八日
　　　　夏期休業　　　　　　　九七月二十一日ヨリ月十日ニ至ル
　　　　秋季皇霊祭　　　　　　秋分日
　　　　神嘗祭　　　　　　　　十月十七日
　　　　天長節　　　　　　　　十一月三日
　　　　新嘗祭　　　　　　　　十一月二十三日
　　　　冬期休業　　　　　　　一十二月二十五日ヨリ月七日ニ至ル　
　　　　孝明天皇祭　　　　　　一月三十日
　　　　紀元節　　　　　　　　二月十一日
　　　　春季皇霊祭　　　　　　春分日
　　　　春期休業　　　　　　　同三月二十一日ヨリ月卌一日ニ至ル
第七条　入園ハ予メ期ヲ定メス欠員アル毎ニ之ヲ
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第八条　入園ヲ願フモノハ本人ノ族籍姓名生年月
及ヒ父母或ハ後見人ノ住所姓名ヲ詳記シ其旨申
出ツヘシ
第九条　入園許可ヲ得タルモノハ左式ノ経歴書及
ヒ入園証書ヲ差出スヘシ（様式略）
第十条　保育料ハ幼児一人ニ付一箇月金壱円トス
第十一条　保育料ハ毎月始業日ヨリ五日以内ニ父
母後見人ヨリ納付スヘシ
但シ保育料ハ幼児出席ノ有無ニ拘ハラス之ヲ
納付スヘシ尤モ定時或ハ臨時ノ休業全月ニ
亘ルトキハ其月ノ保育料ヲ徴収セス
第十二条　附属幼稚園ニ分室ヲ設ク
第十三条　分室ノ保育時数ハ日ノ長短ニ由リ毎週
三十三時以上四十三時以下トス
但シ夏期休業前後各三週以内ハ二十四時マテ
減スルコトアルヘシ
第十四条　分室ニ於テハ保育料ヲ徴収セス
第十五条　幼児又ハ父母後見人ノ転居シラルトキ
ハ直ニ届出ツヘシ
第十六条　幼児欠席スルコト一週ニ超ユルトキハ
其事由ヲ届出ツヘシ
但シ幼児若シ伝染病ニ罹リシトキハ直ニ其病
状ヲ届出ツヘシ
第十七条　退園セント欲スルモノハ其理由ヲ具シ
父母後見人ヨリ其旨申出ツヘシ
　第７次改定では、前年に制定された分室仮規則を本
規則に加えている。保育項目はそれまでは詳しい課目
名が示されていた。しかし、この改定で項目ごとに集
約し大綱化され、課目数も15から５と大幅に減らし、
整理された。これ以降の附属幼稚園規則は、保育及設
備規程の制定を反映するなど幾度か改訂されたが、第
７次改定はその基本となっている。
（3）第８次改定について
　第８次改定は、明治31年（1898）に行われた。女子
高等師範学校一覧17）によると「同三十一年一月附属
小学校及附属幼稚園規則中春期休業ニ関スル条項ヲ改
定ス」17－１）とあり、春期休業が、「四月一日ヨリ同月
十日ニ至ル」17－２）とあり、他に改定はない。
（4）第３期について
　第３期では、附属幼稚園に分室が設立され、分室仮
規則が制定された。その仮規則は第７次改定で、附属
幼稚園規則に含まれ、保育課目が大幅に見直された。
第３期では、附属幼稚園の開設の目的の変更はないが、
幼稚園の教育的機能を明確にし、その後の保育及設備
規程へ影響したと考える。
３．幼稚園保育及設備規程について
　明治22年（1889）９月に京都市保育会が結成され、
以後各地に保姆会が結成され、それぞれ研修会を実施
するなどの活動を行った。明治29年（1896）４月には
女子高等師範学校附属幼稚園の保姆会を中心とするフ
レーベル会が保育研究を目的として結成した。附属幼
稚園開設後は、各地に幼稚園が開設され、その数も増
えたことを背景として、幼稚園に関わる単独の法律制
定の要請が強まった。明治31年（1898）11月にフレー
ベル会が文部大臣に、「幼稚園制度に関する建議書」
を提出し、翌年（1899）６月にわが国で初めての幼稚
園単独の法律（省令）である「幼稚園保育及設備規
程」が制定され官報18）に告示された。その幼稚園保
育及設備規程を次に示す。
　　文部省令第三十二号
　　幼稚園保育及設備規程ヲ定ムルコト左ノ如シ
　　　　　　明治三十二年六月二十八日
文部大臣　伯爵樺山資紀
　　　　　幼稚園保育及設備規程
第一条　幼稚園ハ満三年ヨリ小学校ニ就学スルマ
テノ幼児ヲ保育スル所トス
第二条　保育ノ時数（食事時間ヲ含ム）ハ一日五
時以内トス
第三条　保姆一人ノ保育スル幼児ノ数ハ四十人以
内トス
第四条　一幼稚園ノ幼児数ハ百人以内トス特別ノ
事情アルトキハ百五十人マテ増加スルコトヲ得
第五条　保育ノ要旨ハ左ノ如シ
一　幼児ヲ保育スルニハ其心身ヲシテ健全ナル
発育ヲ遂ケ善良ナル習慣ヲ得シメ以テ家庭
教育ヲ補ハンコトヲ要ス
二　保育ノ方法ハ幼児ノ心身発育ノ度ニ適応セ
シムヘク其会得シ難キ事物ヲ授ケ或ハ過度
ノ業ヲ為サシメ又ハ之ヲ強要シテ就業セシ
ムヘカラス
三　常ニ幼児ノ心性及行儀ニ注意シテ之ヲ正シ
クセシメンコトヲ要ス
四　幼児ハ極メテ模倣ヲ好ムモノナレハ常ニ善
良ナル事例ヲ示サンコトニ注意スヘシ
第六条　幼児保育ノ項目ハ遊嬉、唱歌、談話及手
技トシ左ノ諸項ニ依ルヘシ
　　　一　遊嬉
遊嬉ハ随意遊嬉、共同遊嬉ノ二トシ随意遊
嬉ハ幼児ヲシテ各自ニ運動セシメ共同遊嬉
ハ歌曲ニ合ヘル諸種ノ運動等ヲナサシメ心
情ヲ快活ニシ身体ヲ健全ナラシム
　　　二　唱歌
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唱歌ハ平易ナル歌曲ヲ歌ハシメ聴器、発声
器及呼吸器ヲ練習シテ其発育ヲ助ケ心情ヲ
快活純美ナラシメ徳性涵養ノ資トス
　　　三　談話
談話ハ有益ニシテ興味アル事実及寓言、通
常ノ天然物及人工物等ニ就キテ之ヲナシ徳
性ヲ涵養シ観察注意ノ力ヲ養ヒ兼テ発音ヲ
正シクシ言語ヲ練習セシム
　　　四　手技
手技ハ幼稚園恩物ヲ用ヒ手及眼ヲ練習シ心
意発育ノ資トス
第七条　幼稚園ノ設備ハ左ノ要領ニ依ルヘシ
一　建物ハ平屋造トシ保育室、遊嬉室、職員室
其他須要ナル諸室ヲ備フヘシ
　　保育室ノ大サハ幼児四人ニ就キ一坪ヨリ小
ナルヘカラス
二　遊園ハ幼児一人ニ就キ一坪ヨリ小ナルヘカ
ラス
三　恩物、絵画、遊嬉道具、楽器、黒板、机、
腰掛、時計、寒暖計、煖房器其他須要ナル
器品ヲ備フヘシ
四　敷地、飲料水及採光窓ニ関シテハ小学校ノ
例ニ依ルヘシ
　　　　　附則
第八条　此規定ハ明治三十二年九月一日ヨリ施行
ス
第九条　既設幼稚園ニシテ第四条及第七条ノ規定
ニ依リ難キ事情アルトキハ明治三十五年三月
三十一日マテハ之ニ依ヲサルコトヲ得但府県立
アラサルモノハ地方長官ノ許可ヲ受クヘシ
Ⅲ．検討
１．附属幼稚園規則の変遷について
　保育及設備規程の制定に附属幼稚園規則が与えた影
響を検討するために、附属幼稚園規則改定における保
育内容の取扱いの変遷について検討する。
（1）仮定規則
　仮定規則第３条に保育内容として、遊戯、運動、談
話、唱歌、開誘の５課目が示され、時間表に14項目を
示している。
（2）第１次改定
　保育科目として、物品科、美麗科、知識科の３つを
示している。さらに、科目の内容として次の25の子目
を示している。五彩球ノ遊ビ、三形物ノ理解、貝ノ
遊ビ、鎖ノ連接、形体ノ積ミ方、形体ノ置キ方、木箸
ノ置キ方、環ノ置キ方、剪紙、剪紙貼付、針画、縫画、
石盤図画、織紙、畳紙、木箸細工、粘土細工、木片ノ
組ミ方、紙片ノ組ミ方、計数、博物理解、唱歌、説話、
体操、遊戯
（3）第２次改定
　第２次改定で、保育科目については、次の２子目の
名称を変更した。
石盤図画→図画、遊戯→遊嬉
　遊嬉は、保育項目として「第２次仮定から第８次改
定」及び「保育及設備規程」に挙げられている。なお、
第２次改定（明治11年）から、遊戯を遊嬉に変更した。
なお、「遊戯」と「遊嬉」については、澤田（註１）が解
説している。
（4）第３次改定
　第３次改定では、保育科目の３科目がすべて廃止さ
れ、子目が「課」（以下課目という）と名称を変更し
た。さらに、次に示すように課目の削除と追加、子目
の統合、子目（課目）の名称を変更した。
①削除課目
五彩球ノ遊ビ、三形物ノ理解、貝ノ遊ビ、木片ノ組
ミ方、紙片ノ組ミ方
②追加課目
会集、雛遊ビ、結ビ物、読ミ方、書キ方
③統合されたと考える課目
剪紙と剪紙貼付を紙剪リに統合
④課目名称の変更例
説話→修身ノ話
博物理解→庶物ノ話
計数→数ヘ方
畳紙→紙褶ミ
　科目名称の変更の経緯について田中19）は、「明治14
（1881）年に、東京女子師範学校附属幼稚園第３代目
監事小西信八が、漢語を和語に改めて呼びやすく、こ
どもの耳にむずかしく響かないようにと、全ての恩物
20種の名称を改定した」としている。このように、第
３次改定で保育課目の名称を大きく変更したと考える。
以上の結果、第３次改定の課目は次の24課目となる。
会集、修身ノ話、庶物ノ話、雛遊ビ、木ノ積立テ、板
排べ、箸排べ、鐶排べ、豆細工、土細工、鎖繋キ、紙
織リ、紙褶ミ、紙刺シ、縫取リ、紙剪リ、結ビ物、画、
数へ方、読ミ方、書キ方、唱歌、遊嬉、体操
　なお、課目の順番の入れ替えも行っている。
（5）第４次改定
　第４次改定では、次の４課目の削除と２課目の名称
変更が行われた。
①削除課目
雛遊ビ、土細工、結ビ物、体操
②科目名称の変更
鎖繋キ→珠繋キ
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　以上の結果、課目は次の20課目となる。
会集、修身ノ話、庶物ノ話、木ノ積立テ、板排へ、
箸排へ、鐶排へ、豆細工、珠繋キ、紙織リ、紙摺ミ、
紙刺シ、縫取リ、紙剪リ、画キ方、数へ方、読ミ方、
書キ方、唱歌、遊嬉
（6）第５次改定
　仮定規則第３次及び第４次改定では科目名は保育課
程表に記載されており、第５次改定では第４条として
本則に記載されている。保育課目は、次の課目の削除
と追加が各１課目、３課目の名称変更及び近い内容の
６つが３課目に整理され、さらに１課目は内容が追加
された。
①削除課目
会集
②追加課目
粘土細工
③課目名称の変更例
修身ノ話→修身
庶物ノ話→庶物
木ノ積立テ→積ミ方
④統合された課目
箸排ヘと環排ヘ
紙刺シと縫取リ
読ミと書キ
⑤課目内容が追加されたもの
紙組ミを加え、紙織リと統合する。
以上の結果、課目は次の17課目となる。
修身、庶物、積ミ方、板排ヘ、環箸排ヘ排ヘ、画キ方、縫紙刺シ取リ、
紙剪リ、紙紙織リ組ミ、紙摺ミ、豆細工、粘土細工、繋キ方、
数へ方、読ミ書キ、唱歌、遊嬉
（7）第６次改定
　第６次改定では、「数へ方」、「読ミ書キ」の２課目
が削除され、課目は次の15課目となる。
修身、庶物、積ミ方、板排ヘ、環箸排ヘ排ヘ、画キ方、縫紙刺シ取リ、紙
剪リ、紙紙織リ組ミ、紙摺ミ、豆細工、粘土細工、繋キ方、唱
歌、遊嬉
（8）分室仮規則
　２－４（1）の通り、附属幼稚園に分室を設け、仮規
則を制定した。その保育課目は次の通りである。
説話（修身、実事、庶物等）
行儀（言語、動作、整頓、清潔等）
手細工（重積方、排置方、連結方、画キ方、豆細工、
粘土細工、紙細工、麦稈細工等）　
唱歌
遊嬉
　仮規則の保育項目の特徴は、第６次改定までと異な
り、保育課目を一つずつ挙げていたものを、５課目に
大綱化したことである。この背景の要因の一つとして、
分室設置の目的があると考える。その目的は、文部省
第二十年報20）に次のように示されている。
「本省所管女子高等師範学校附属幼䲪園ノ保育法ハ多
年ノ経験ヲ積ミ数次ノ改正ヲ歴務メテ完全ノ保育ヲ施
セリ府県設置ノ幼䲪園モ亦多クハ之ニ倣ヒタルモノナ
ルヲ以テ本邦中未タ貧民ノ幼児ニ適切ナル保育法アル
ヲ聞カス因リテ本年新ニ該園ニ一ノ分室ヲ附設シ一種
ノ簡易ノ保育法ヲ仮定シ以テ模範ヲ示サンコトヲ企
図セリ茲ニ其要ヲ挙クレハ保育ノ課目ハ説話、行儀、
手細工、唱歌、遊嬉トシ其時数日ノ長短ニヨリ毎週
三十三時以上四十三時以下トシ其時数ヲ増シ以テ家庭
ノ便宜ニヨリ幼児ノ出入ヲ随意ニセリ而シテ其保育ハ
一名ノ保姆ヲ以テ之ヲ担任セシメ保育料ハ徴収セス蓋
シ此ノ保育法タル猶ホ創設ニ属シ未タ其結果ノ如何ヲ
知ル能ハスト雖モ若シ其方法ニシテ宜キヲ得ルモノア
ラハ貧民幼䲪園ニ好模範ヲ示シ幼児並ニ其父母ニ大ナ
ル利益ヲ与フルコトヲ得ヘシ目下入園ノ幼児ハ男十八
名女十四名アリテ之ヲ本園幼児数ニ合スレハ百七十七
名ナリ」
　これから、簡易な保育法として、保育課目を５つに
集約しようとする動きがあったと考える。
（9）第７次及び第８次改定
　第８次改定の規則の保育課目は第７次改定規則と同
じであることから、第７次改定について検討する。保
育課目については、第７次改定と第６次改定を比較す
ると大幅に改正されたが、前年に制定された分室仮規
則と比較すると、手細工が手技と名称を変え他はほぼ
同じであることが分かる。その科目を次に示す。
　説話事修身、庶物、実等　　行儀整言語、動作、頓、清潔等　手技豆重積方、排置方、連結方、画方、細工、粘土細工、紙細工、麦藁細工等　唱
歌遊嬉
　この背景として、湯川21）は、「附属幼稚園では分室
仮規則の５課目の方が幼䲪園の保育課目としてより相
応しいと考えていた」としている。このことから、第
７次で大幅な見直しによる改定がなされたと考える。
（10）附属幼稚園の保育項目の変更について
　仮定規則から第６次改定までの保育項目は、恩物を
中心として15以上の保育項目をあげている。それが分
室仮規則から、保育項目の大綱化が行われ５項目にな
り、行儀という保育項目が加えられている。さらに、
第３次改定で、「読ミと書キ」が加わり、分室仮規則
が制定される前年の改定の第６次改定で。「数エ方」
とともに削除されている。これは、それまで幼稚園を
小学校に入学するための準備教育機関ととらえたもの、
あるいは保護者等の要請があり加えられたものなどの
要因があると考えられるが、第６次改定からは幼稚園
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を就学前の教育機関にとらえ直したものと考える。ま
た、東京女子師範学校附属幼稚園が設立され、全国に
幼稚園を普及させるために、特定の階層の子どもが通
う幼稚園を、広い階層の子どもが通えるような幼稚園
にするための方策の一つとも考える。
２．幼稚園保育及設備規程と附属幼稚園規則について
（1）保育内容について
　保育内容について保育及設備規程の第５条で要旨を、
第６条でその内容を規定している。
　さて、附属幼稚園規則の第４次改定の第７条では保
育要旨を示している。その前段部分で幼児教育の考え
方、後段で保育課目の概要を示している。前段部分の
前半では幼児教育の目的、後半では配慮すべきことを
示している。その前段部分の前半と保育及設備規程第
５条の要旨の内容はほぼ同じであることが分かる。ま
た、保育及設備規程第６条の保育内容についても、遊
嬉や歌唱の表現が似ている。
　また、第７次改定の附属幼稚園規則の保育項目と保
育及設備規程では、行儀が削除され、課目の順番が異
なるだけで、他は同じである。
　さらに、前項の附属幼稚園規則の変遷について検討
した通り、附属幼稚園規則は幾度もの改定がなされ、
保育及設備規程が制定される直近の規則と保育内容は
酷似している。これらから、保育及設備規程が制定さ
れるまでの23年間の附属幼稚園の実績が反映されたも
のと考える。
（2）保育時間について
　保育時間について仮定規則では、保育規則の中で
「在園時間」として凡そ６時間と規定している。第１
次改定では「保育ノ時間」として４時間としている。
その後第３次改定では、年齢により３時間50分から３
時間、土曜日は年齢に関わらず２時間30分としている。
第５次及び第６次では若干の短縮はあるが、第３次改
定に準じている。第６次では、「保育時数」として週
約20時間としている。第７次では、毎週25時、分園は
毎週33時以上43時としている（分園については、分園
仮規則と同じ）。一方、保育及設備規程では第２条で
「保育の時数」として、食事を含み５時以内としてい
る。
　保育時間について幼稚園規則では、在園時間、保育
ノ時間、保育時数と用語も変わるとともに、時間も仮
定規則では６時間としているものの、その後は４時間
前後で推移している。特に、仮定規則及び第１次では
当分の間は減らすこともあるとしたり、第６次では夏
休み前後は保育時間を減らしたりしている。これらか
ら、保育が定着し、保育時間を確定するまでには年月
を必要とし、その結果第７次で週25時間とされたと考
える。保育時間は、保育の実践結果を基に決定する項
目の一つであることから、保育及設備規程では幼稚園
規則にある週25時間を参考に食事を含み５時間とした
と考える。
　以上のことから、幼稚園保育及設備規程の制定に東
京女子師範学校附属幼稚園規則が影響を与えたと考え
られることから、仮説が検証された。
３．分室と保育及設備規程の意義について
　分室の目的は、前述（Ⅲ－１（7））のように文部省
年報第二十年報20）に記載されている。これから、分
室では貧民の幼児に対する簡易な保育法で、家庭の便
宜のため保育時間を「週25時間」から、「週33時間か
ら43時間」と延長したとしている。また、これは幼児
や父母に有益であるとしている。このことから、明
治15年（1882）に幼稚園の普及を図るために簡易幼稚
園を奨励してきたことから、文部省は分室を貧民（簡
易）幼稚園の模範としようとしていたともいわれてい
る。しかし、貧民（簡易）幼稚園の機能の一つである
保育時間については、保育及設備規程には、分室の時
間は反映されなかった。もし、貧民（簡易）幼稚園を
普及させようとするなら、分室のように保育時間を延
長する方法もあったと考える。実際に山形県の青木
マサ（註２）は幼稚園と保育所を併設していることから、
普及には有効な手段と考える。
　幼稚園保育及設備規程は、我が国で最初の幼児教育
について単独で規定した法律（省令）であり、その意
義は大きい。しかし、貧民（簡易）幼稚園に触れるこ
とはなく、この規程が制定されたことは、幼児教育の
機能を、教育的機能を主とするものと託児的機能を併
せもつものとを分離する契機となったと考える。
　子ども・子育て支援新制度では、保育の必要性によ
り３歳以上の子どもを１号認定と２号認定とに分けて
いる。この違いの一つは保育時間によるものである。
これは、附属幼稚園規則で、保育時間を週25時間、分
室の保育時間を「33時間から43時間」としたことと酷
似しているようにも思われる。このことから、明治期
の保育制度の変遷を検討することは、幼児教育の制度
を充実し、向上させるために示唆を与えるものと考え
る。
Ⅳ．まとめ
　本研究は、我が国で最初に幼児教育について単独で
制定された法律（省令）である幼稚園保育及設備規程
の保育内容に関しては、我が国で最初に開設された東
京女子師範学校附属幼稚園規則が影響を与えたと仮説
をたて検証した。検証の結果、幼稚園保育及設備規程
の第５条の保育要旨及第６条の保育の項目について、
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附属幼稚園規則の影響を受けたことが確認された。ま
た、幼稚園保育及設備規程の第２条の保育時間につい
ても、附則幼稚園規則の影響を受けたことが確認され
た。
　幼稚園保育及設備規程の制定にはフレーベル会の活
動が大きく寄与したと考える。その背景には、明治９
年に東京女子師範学校附属幼稚園が開設してから、22
年後の明治31年12月には全国の幼稚園数は229園にな
り（註３）、幼稚園を規定する具体的な法律の必要性が
あり、その制定に、附属幼稚園規則は影響したと考え
られることから、仮説が検証された。
　幼稚園保育及設備規程が制定されたことは、幼児教
育の機関を、教育的機能を主とするものと託児的機能
を併せもつものとを分離する契機となったと考える。
これから、明治期の保育制度の変遷を検討することは、
幼児教育の制度を充実し、向上させるために示唆を与
えるものと考える。
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SUMMARY
Tomoaki  MATSUDA:
First Consideration of a Child Education System in the Meiji Period
－ About a Relation Between-Kindergarten Nurture, an Equipment Regulation and
a Women's Teacher's School Accessory Kindergarten Regulation －
　　　This study aims to verify the Tokyo women’ s teacher’ s school accessory kindergarten regulation established 
first in our country had an influence on the nursing detail of “kindergarten nurture and equipment regulation” 
which is a law about the fi rst child education in our country by this research, I set up a hypothesis and inspected. 
It was confi rmed that I underwent infl uence of an accessory kindergarten regulation about the item of the result, 
the nurture, the nurture point of the 5th article of an equipment regulation and the nurture of the 6th article. 
“Kindergarten nurture and equipment regulation” but the engine by which an established thing is child education, 
the one which functions with the center educational and something with which the day nursery function is combined, 
and, I think it was separated opportunity. To consider a change in a nurture system in the Meiji period now makes a 
system of future’ s child education enrich, and I think the suggestion to improve to give.
(Uyo Gakuen College)
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